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毎月発行する会議所広報にチラシ、パンフレットを
同封します。
約2,300の会員事業所に貴社の商品やサービスを
PRしてみませんか？
例えば、A4版1枚を2,300枚郵送すると…
84円×2,300件＝193,200円
このサービスを使うと22,000円で済みます。 ご利用に際しましては、一定の規約があります。詳細は苫小牧商工会議所総務課まで。

　苫
小
牧
商
工
会
議
所

は
11
月
28
日
、
グ
ラ
ン

ド
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
王
子

で
第
3
8
6
回
常
議
員

会
を
開
催
し
た
。
報
告

事
項
と
し
て
、
道
央
3

地
区
経
済
懇
話
会
終
了

報
告
や
、
婚
活
パ
ー

テ
ィ
ー
終
了
報
告
に
つ

い
て
説
明
し
た
。

　協
議
事
項
で
は
、
顧

問
・
参
与
の
委
嘱
、
政

策
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
委

嘱
、
常
設
委
員
会
委
員

長
・
副
委
員
長
・
委
員

の
委
嘱
に
つ
い
て
協
議

し
た
。
ま
た
常
務
理
事
の
選
任
が

協
議
さ
れ
、
常
務
理
事
兼
事
務
局

長
と
し
て
末
松
仁
氏
を
指
名
。
議

場
に
諮
り
、
全
会
一
致
で
承
認
決

議
さ
れ
た
。

■
顧
問
・
参
与
の
委
嘱

顧
問

　岩
倉
博
文
（
苫
小
牧
市

　

市
長
）

顧
問

　伊
藤
雅
博
（
苫
小
牧
税

務
署
署
長
）

顧
問

　太
田
正
勝
（
い
す
ゞ
エ

ン
ジ
ン
製
造
北
海
道
㈱

代
表
取
締
役
社
長
）

顧
問

　山
岸
孝
司
（
出
光
興
産

㈱
北
海
道
製
油
所
執
行

役
員
北
海
道
製
油
所
長
）

顧
問

　後
藤
英
夫
（
㈱
イ
ワ
ク

ラ
代
表
取
締
役
会
長
）

顧
問

　宮
﨑
英
樹
（
岩
倉
建
設

㈱
代
表
取
締
役
会
長
）

顧
問

　渡
部
司
（
王
子
製
紙
㈱

苫
小
牧
工
場
執
行
役
員

苫
小
牧
工
場
長
）

顧
問

　窪
田
護
（
苫
小
牧
信
用

金
庫
特
別
顧
問
）

顧
問

　藤
田
博
章
（
㈱
フ
ジ
タ

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
取

締
役
会
長
）

参
与

　十
倉
正
直
（
苫
小
牧
労

働
基
準
監
督
署
署
長
）

参
与

　竹
田
龍
寿
（
苫
小
牧
公

共
職
業
安
定
所
所
長
）

参
与

　平
澤
充
成
（
苫
小
牧
港

管
理
組
合
専
任
副
管
理

者
）

参
与

　小
名
智
明
（
苫
小
牧
市

　

産
業
経
済
部
長
）

参
与

　嶋
根
吉
彦
（
㈱
日
本
政

策
金
融
公
庫
室
蘭
支
店

支
店
長
兼
国
民
生
活
事
業

統
轄
）

参
与

　平
川
浩
樹
（
北
海
道
信

用
保
証
協
会
苫
小
牧
支
店

支
店
長
）

参
与

　栗
林
成
光
（
苫
小
牧
栗

林
運
輸
㈱
顧
問
）

参
与

　栗
田
勤
（
日
本
軽
金
属

㈱
苫
小
牧
製
造
所
製
造

所
長
）

参
与

　吉
田
勝
己
（
㈱
ノ
ー
ザ

ン
ホ
ー
ス
パ
ー
ク
代
表

取
締
役
）

参
与

　草
階
孝
（
北
央
信
用
組

合
苫
小
牧
支
店
部
長
待

遇
支
店
長
）

参
与

　石
川
良
平
（
㈱
北
陸
銀

行
苫
小
牧
支
店

　支
店
長
）

参
与

　貴
志
雅
之
（
北
海
道
新

聞
苫
小
牧
支
社
支
社
長
）

参
与

　高
橋
真
也
（
室
蘭
信
用

金
庫
苫
小
牧
中
央
支
店

支
店
長
）

■
政
策
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

石
井
吉
春
（
北
海
道
大
学
公

共
政
策
大
学
院
客
員
教
授
）

佐
々
木
秀
郎
（
苫
小
牧
埠
頭
㈱

　

顧
問
）

石
森
亮
（
苫
小
牧
港
開
発
㈱

　

常
勤
顧
問
会
長
）

■
常
設
委
員
会
委
員
長

総
務
委
員
長

住
岡
弘
（
㈱
I
・
T
E
C
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ

　代
表
取
締

役
社
長
）

地
域
振
興
委
員
長

岩
倉
圭
彦
（
岩
倉
商
事
㈱
代

表
取
締
役
社
長
）

会
員
活
動
委
員
長

中
野
正
紀
（
東
日
本
電
信
電

話
㈱
北
海
道
南
支
店
苫
小
牧
営

業
支
店
営
業
支
店
長
）

中
小
企
業
委
員
長

西
川
良
雄
（
㈱
電
気
工
事
西

川
組
代
表
取
締
役
社
長
）

経
済
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
長

菅
野
嘉
一
（
ス
ガ
ノ
オ
ー
ト

㈱

　代
表
取
締
役
会
長
）

第
3
8
6
回
常
議
員
会
開
催
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北海道商工会議所連合会臨時会員総会が開催　岩田会頭を再任

苫小牧商工会議所　顧問・議員　表彰

道央3地区商工会議所　第28回経済懇話会　開催される

　日本港湾協会創立１００周年にあ
たり、港湾に関係する分野において、
長年活躍し顕著な功績があった者へ
の表彰。宮本会頭より伝達された藤
田氏からは、「大変光栄な事。苫小
牧港があったからこそ、苫小牧の発
展があった。今後も北海道を支える
港として大いに栄えてほしい」と発
言があった。

　苫小牧・千歳・恵庭の3商工会議
所は、11月14日（月）、千歳市 ベル

クラシックリアン平安閣にて、3地
区の会頭・副会頭による経済懇話会
を開催した。
　この懇話会は、毎年3地区持ち回り
により例年開催されていたが、コロ
ナ禍に入り3年ぶりの開催となった。
　3地区からは、会頭・副会頭・専
務理事が、道商連からも役員など総
勢21名が参加し開催された。
　あいさつにたった宮本会頭からは、

「先日放映されたNHKの人気番組
「ブラタモリ」において、苫小牧市
が特集され、番組で道央圏の地理的
重要性に触れていたが、この道央3
地区の活性化が北海道の未来を左右
すると言っても過言ではない。連携
強化と活発な意見交換を」との発言
があった。
　この懇話会は今後も開かれる予定
で、次回開催地は恵庭となる。

　北海道商工会議所連合会は12月1日、札幌市内ホテ
ルにて臨時会員総会を開催した。
　岩田圭剛会頭（札幌商工会議所会頭）他8人の副会
頭を選任し、副会頭には宮本知治副会頭（苫小牧商工
会議所会頭）も再任された。
　他に、新幹線札幌延伸に伴う函館〜長万部間の並行
在来線問題や、トラック運転手等の時間外上限規制へ
の対応を議論するため内部に設置されていた「物流対
策研究会」を、常設の「物流対策特別委員会」として
新設することが決定された。

　多年にわたる青色申告会の活動を
通じて、申告納税制度の普及発展に
努め、納税思想の向上に顕著な功績
があった者への表彰。「大変名誉な
事でありがたい。今後も青色申告会
活動を通じて、税知識の普及に努め、
貢献していきたい」と同氏。

　多年にわたる間税会の活動を通じ
て、申告納税制度の普及発展に努め、
納税思想の向上に顕著な功績があっ
た者への表彰。受章した市町氏から
は、「今回の受章は大変励みになる。
今後も会の活動を活発にしていきた
い」と発言があった。

左から順に舛川誠副会頭（北見会頭）、栗林定正副会頭（釧路会頭）、川田章博
副会頭（帯広会頭）、新谷龍一郎副会頭（旭川会頭）、岩田圭剛会頭（札幌会頭）、
久保俊幸副会頭（函館会頭）、中野豊副会頭（小樽会頭）、宮本知治副会頭（苫
小牧会頭）、中田孔幸副会頭（室蘭会頭）※小樽中野会頭、室蘭中田会頭は新任。

北海道港湾振興団体連合会
前会長（苫小牧商工会議所 顧問）
藤田 博章 氏
日本港湾協会港湾特別功労者表彰

北海道青色申告会連合会副会長
（苫小牧商工会議所 1 号議員）
平田 幸彦 氏
令和４年度 財務大臣表彰

全国間税会総連合会理事
（苫小牧商工会議所 常議員）
市町 峰行 氏
令和４年度 国税庁長官表彰
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な
ぜ
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が

導
入
さ
れ
る
の
か

│
│
2
0
2
3
年
10
月
1
日
か
ら
導
入
さ
れ

る
「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
（
適
格
請
求
書
等
保

存
方
式
）」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
制
度
な
の

で
し
ょ
う
か
？

鴨
田
和
恵
氏
（
以
下
、
鴨
田
）　
消
費
税
は
、

事
業
者
が
販
売
す
る
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
価

格
に
含
ま
れ
て
い
て
、図
１
の
よ
う
に
次
々
と

転
嫁
さ
れ
、
最
終
的
に
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を

購
入
し
た
消
費
者
が
負
担
し
ま
す
。

　
消
費
税
の
額
は
「
課
税
売
上
（
※
１
）
に

係
る
消
費
税
額
」
か
ら
「
課
税
仕
入
（
※

２
）
に
係
る
消
費
税
額
」
を
控
除
し
て
算
出

し
ま
す
。
こ
の
算
出
の
仕
組
み
は
、
生
産
や

流
通
の
段
階
で
発
生
す
る
消
費
税
が
各
段
階

で
累
積
し
な
い
よ
う
に
、
仕
入
に
係
る
消
費

税
を
控
除
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、「
仕
入

税
額
控
除
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

※
１
　
消
費
税
が
課
税
さ
れ
る
取
引
の
売
上
（
商

品
の
売
上
な
ど
）

※
２
　
消
費
税
が
課
税
さ
れ
る
取
引
の
仕
入
や
経

費
（
商
品
や
原
材
料
の
仕
入
や
建
物
・
機
械
・
各

種
サ
ー
ビ
ス
の
購
入
な
ど
）
課
税
売
上
に
係
る
消

費
税
額
│
課
税
仕
入
に
係
る
消
費
税
額
＝
納
付
す

る
消
費
税
額

課
税
売
上
に
係
る
消
費
税
額
│
課
税
仕
入
に

係
る
消
費
税
額
＝
納
付
す
る
消
費
税
額

鴨
田
　
仕
入
税
額
控
除
の
適
用
を
受
け
る
に

は
、
帳
簿
と
請
求
書
の
保
存
と
い
う
一
定
の

要
件
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
帳

簿
に
つ
い
て
は
変
わ
り
な
く
現
行
通
り
な
の

で
す
が
、
請
求
書
な
ど
の
保
存
に
つ
い
て
は
、

現
行
の
区
分
記
載
請
求
書
等
（
税
率
ご
と
の

区
分
経
理
を
行
う
た
め
の
制
度
で
、「
等
」

に
は
納
品
書
や
領
収
書
な
ど
も
含
ま
れ
る
）

の
保
存
か
ら
「
イ
ン
ボ
イ
ス
」
と
呼
ば
れ
る

「
適
格
請
求
書
」（
※
３
）
の
保
存
に
変
わ
り

ま
す
。
こ
の
新
し
い
保
存
方
式
が
「
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
」
で
す
。

※
３
　
適
格
請
求
書
等
と
は
、
売
り
手
が
買
い
手

に
対
し
正
確
な
適
用
税
率
や
消
費
税
額
な
ど
を
伝

え
る
た
め
の
手
段
で
あ
り
、
一
定
の
事
項
が
記
載

さ
れ
た
請
求
書
や
納
品
書
、
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類

す
る
書
類
。
請
求
書
や
納
品
書
、
領
収
書
な
ど
、

そ
の
書
類
の
名
称
は
問
わ
な
い
。

│
│
な
ぜ
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
必
要
に
な
っ

た
の
で
し
ょ
う
？

鴨
田
　
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
導
入
さ
れ
る

き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
2
0
1
9
年
10

月
に
実
施
さ
れ
た
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
と
、

そ
れ
に
伴
う
軽
減
税
率
の
導
入
で
す
。
19
年

9
月
ま
で
は
消
費
税
率
が
一
律
だ
っ
た
た
め
、

請
求
書
上
の
税
額
や
税
率
の
記
載
方
法
を
厳

密
に
し
な
く
て
も
良
か
っ
た
の
で
す
が
、
19

年
10
月
か
ら
消
費
税
が
標
準
税
率
の
10
％
と

軽
減
税
率
の
8
％
に
な
っ
た
た
め
、
請
求
書

上
で
も
そ
の
取
引
が
標
準
税
率
の
対
象
な
の

か
軽
減
税
率
の
対
象
な
の
か
を
分
け
て
記
載

し
て
、
売
り
手
が
買
い
手
に
、
正
確
に
消
費

税
額
を
伝
え
る
必
要
が
生
じ
た
の
で
す
（
図

2
）。

│
│
現
行
の
請
求
書
や
領
収
書
（
区
分
記
載

請
求
書
等
）
に
、
こ
の
商
品
は
10
％
対
象
、

8
％
対
象
と
い
う
よ
う
に
分
け
て
記
載
し
て

い
る
場
合
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
導
入
後
も
そ

の
ま
ま
適
格
請
求
書
（
イ
ン
ボ
イ
ス
）
と
し

て
通
用
す
る
の
で
す
か
？

鴨
田
　
適
格
請
求
書
に
は
七
つ
の
事
項
（
図

3
）
を
記
載
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
七
つ
の
事
項
の
う
ち
、「
登
録
番
号
」
は

次
の
よ
う
な
構
成
で
す
。

・
法
人
番
号
を
有
す
る
課
税
事
業
者
「
Ｔ
」

（
ロ
ー
マ
字
）
＋
法
人
番
号
（
数
字
13
桁
）

・
法
人
番
号
を
有
し
な
い
課
税
事
業
者
（
個

人
事
業
者
や
人
格
の
な
い
社
団
な
ど
）

「
Ｔ
」（
ロ
ー
マ
字
）
＋
数
字
13
桁
個
人
事
業

者
の
登
録
番
号
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
使
わ

ず
、
新
た
に
付
番
さ
れ
ま
す
。

これだけは押さえておきたい
消費税インボイス制度への対応策特集

2023年10月１日から導入される「インボイス制度」は、発行する請求書などの様式が変わるだけと思わ
れがちだが、実は消費税の課税事業者、免税事業者ともに大きな影響を受ける大変革だ。なぜインボイス
制度が導入されるのか、事業者はどのような影響を受けるのか、事前にどのような準備をすればいいのか。
日本税理士会連合会の鴨田和恵常務理事に同制度の概要と注意すべき点を聞いた。

消費税インボイス
制度について［前編］
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現
行
の
区
分
記
載
請
求
書
等
に
は
登
録
番

号
の
項
目
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
適
用
税

率
と
税
率
ご
と
に
区
分
し
た
消
費
税
額
の
項

目
も
必
要
で
す
の
で
、
請
求
書
な
ど
の
様
式

を
変
更
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業
者
に
な
る

メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト

│
│
登
録
番
号
は
、
ど
の
よ
う
な
手
順
で
取

得
す
る
の
で
す
か
？

鴨
田
　
イ
ン
ボ
イ
ス
を
発
行
で
き
る
の
は
、

税
務
署
か
ら
承
認
を
受
け
た
「
イ
ン
ボ
イ
ス

発
行
事
業
者
」
だ
け
な
の
で
、
ま
ず
、
税
務

署
に
「
適
格
請
求
書
発
行
事
業
者
の
登
録
申

請
書
」
を
提
出
し
ま
す
。
税
務
署
に
よ
る
審

査
が
行
わ
れ
た
後
に
登
録
が
承
認
さ
れ
る
と
、

「
登
録
番
号
通
知
書
」
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　
適
格
請
求
書
発
行
事
業
者
の
提
出
は
、
国

税
庁
の
Ｈ
Ｐ
か
ら
入
手
し
た
登
録
申
請
書

（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
国

税
局
（
所
）
が
設
置
し
た
「
イ
ン
ボ
イ
ス
登

録
セ
ン
タ
ー
」
へ
郵
送
（
持
参
は
不
可
）
す

る
か
、「
ｅ
︲
Ｔ
ａ
ｘ
」（
※
4
）
経
由
で
行

い
ま
す
。
顧
問
税
理
士
に
登
録
申
請
書
の
代

理
送
信
を
依
頼

す
る
こ
と
も
で

き
る
の
で
、
相

談
し
て
く
だ
さ

い
。

　
登
録
を
受
け

た
事
業
者
は
、

国
税
庁
の
適
格

請
求
書
発
行
事

業
者
公
表
サ
イ

ト
に
掲
載
さ
れ

ま
す
。

　
登
録
申
請
の

受
け
付
け
は
始

ま
っ
て
お
り
、

イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
が
導
入
さ
れ

る
23
年
10
月
1

日
か
ら
イ
ン
ボ

イ
ス
の
発
行
を

希
望
す
る
（
登

録
を
受
け
る
）
場
合
は
、
原
則
と
し
て
23
年

3
月
31
日
ま
で
に
登
録
申
請
書
を
提
出
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
だ
猶
予
は
あ
り
ま
す
が
、
年
明
け
は
確

定
申
告
期
間
と
重
な
る
た
め
、
顧
問
税
理
士

に
依
頼
す
る
場
合
は
早
め
に
準
備
を
始
め
た

方
が
良
い
で
し
ょ
う
。

※
4
　
パ
ソ
コ
ン
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
使
う「
ｅ

‐
Ｔ
ａ
ｘ
ソ
フ
ト
」（
法
人
・
個
人
事
業
者
）
は

書
面
と
同
様
に
各
項
目
に
入
力
す
る
帳
票
形
式
に

な
っ
て
い
る
。
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
不
要
な
パ
ソ
コ

ン
版
「
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
ソ
フ
ト
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
）」（
法

人
・
個
人
事
業
者
）
と
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
版
「
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
ソ
フ
ト
（
Ｓ
Ｐ
版
）」（
個

人
事
業
者
）
は
、
画
面
に
表
示
さ
れ
た
質
問
に
回

答
し
て
い
く
「
問
答
形
式
」
を
採
用
し
て
い
る
。

鴨田 和恵（かもた・かずえ）
日本税理士会連合会
常務理事中小企業対策部長

早稲田大学卒業後、外資
系会計事務所（現監査法
人）国際部勤務。1985年
税理士登録、87年独立開
業 2002年中小企業診断士
登録。現在、日本税理士会
連合会常務理事、東京税理
士会副会長、東京都税制調
査会委員。ローカルベンチ
マーク活用戦略会議委員、
中小企業の経営資源集約化
等に関する検討会委員。東
京都豊島区「女性のための
起業塾」講師として積極的
に女性の創業を支援してい
る。主な著書として『税理
士が知っておきたい50のポ
イント創業支援』（東京税
理士会中小企業支援対策委
員会編）、『地域密着型金融
のための経営診断・経営支
援』（共著）、『これから伸
びる11分野39業種』（共著）

次号1月号も、引き続き消費税インボイス制度について解説いたします。　出典：日本商工会議所発行「石垣」8月号5
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TOPICS

第65回苫小牧地方珠算記録会　幼児から社会人までが技能競う

2023年版
カレンダー配布中

　11月23日、第65回苫小牧地方
珠算記録会が（苫小牧商工会議所、
日本珠算連盟苫小牧支部主催）苫
小牧経済センターにて開催された。
　この大会は、そろばんの「苫小
牧一」を目指して、市内ならびに
近郊の幼児から社会人まで約120
人が参加して毎年開催されている。
本年度も昨年に引き続き新型コロ
ナウイルス感染症を考慮し、各地
珠算教室の予選会で選抜された40
名が、日頃の成果である技能を競っ
た。
　競技は「個人総合」、「読上暗算」、

「読上算」、「フラッシュ暗算」の4
部門で行われた。各部門の優勝は
右の通り（敬称略）

個人総合競技優勝（そろばん苫小牧一）／亀田 和輝（立浪珠算教室）
読上暗算優勝／亀田 和輝（立浪珠算教室）
読上算優勝／武田 大士（一般）
フラッシュ暗算優勝／髙橋 諒多（珠道館）
【部門別受賞】
一般の部優勝（苫小牧商工会議所会頭賞）／武田 大士（一般）
高校の部優勝（苫小牧市長賞）／長澤 彩音（立浪珠算教室）
中学の部優勝（苫小牧市議会 議長賞）／亀田 和輝（立浪珠算教室）
小学校5.6年生の部優勝（苫小牧市教育長賞）／加藤 陽翔（立浪珠算教室）
小学校4年生以下の部優勝（苫小牧民報社賞）／稲場 文哉（小林珠算塾）

とまイルスクエア2022開幕

　中心市街地の
活性化を目的と
した苫小牧市主
催のイルミネー
ションイベント

「とまイルスクエ
ア2022」が、JR
苫小牧駅南口駅
前広場で始まっ
た。
　12月1日には
駅前広場で点灯
式が行われ、北條康夫副会頭が出
席。集まった市民らのカウントダ
ウンでイルミネーションが一斉に
点灯し、駅前が鮮やかに彩られた。
　「とまイルスクエア2022」は2月
14日まで実施予定で、1月31日ま
では16：00〜23：00、2月1日か
らは17：00〜23：00まで点灯され
る。期間中はキッチンカーのイベ
ントや苫小牧クラフトスパイスと
のコラボ商品が販売されるなど、

多くの人が楽しめるさまざまな行
事が企画されている。また、本年
度は初めて市道駅前本通りの街路
樹が電球で装飾されていて、きれ
いな光の道が続き、歩行者の目を
楽しませている。
　ぜひ、駅前に足を運び、冬なら
ではのイベントを楽しんでほしい。

　苫小牧商工会議所・中小企業
相談所では、2023年版カレン
ダーを作成しました。
　カレンダーはＡ全判で12カ月
のスケジュールを書き込み、一
覧できる形式。業務予定の管理
などに便利で例年好評を得てお
ります。
　経済センタービル1階入口、3
階エレベーター前などで無料配
布中です。数に限りがあるため
お早めにお受け取りください。
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お知らせ

事業経営に必要な専門的アドバイスは、商工会議所・中小企業相談所の専門相談員にご相談ください。
事前予約が必要な場合がございますのでまずはご連絡ください。

専門相談室 2023年1月の予定

各種相談を
希望される方

苫小牧商工会議所に
TEL（予約手続き）

当日予約時間に
お越しください

※事業承継相談はご相談があれば地域振興課にて受付

苫小牧商工会議所・地域振興課
TEL : 33-5454

ご利用
ください

法律相談

岡田秀樹氏
弁護士

【2月を予定】

登記相談

上瀬戸拓也氏
司法書士

【随時】

労務相談

定蛇  萌氏
社会保険労務士

【2月を予定】

税務相談

別段  清氏
税理士

【常駐  10：00-16：00】

発明・特許相談

内藤拓郎氏
弁理士

【1／11（水）9：45-11：45】

許認可申請相談

山口美津男氏
行政書士

【随時（月・水・金）】

経営相談

岩佐秀明氏
中小企業診断士

【1／13(金）13：00-15：00】

予約・お問い合わせ日本政策金融公庫中小企業事業部 希望する方はお電話でお問い合わせください。
中小企業団体中央会 毎週水曜日10：00～12：00
北海道信用保証協会経営相談 第1・第2木曜日　10：00～16：00
日本政策投資銀行 希望する方はお電話でお問い合わせください。

事業所名 代表者名 住所 事業内容

鈴木工業 鈴木 湧也 建築・とび

のぉと de とりみんぐ 岡田 韻 矢代町 トリミング

あげぱんだ 川崎 哲史 ウトナイ南 揚げパンの販売

（同）B
ブ ギ ー ズ
oogie’s 長野 美喜 春日町 シェイク＆スープ販売

長野重機（株） 長野 由樹 拓勇東町 土木工事業

パーソルテンプスタッフ（株）苫小牧オフィス 中島 英毅 王子町 人材派遣  人材紹介  BPO

新入会員のご紹介 2022年11月入会の事業所を紹介します。（敬称略、会員番号順）

広報紙面広告掲載のご案内
苫小牧商工会議所月刊広報紙「商工会議所・とまこまい」では、会員事業所の広告掲載をいたします。
広報紙は、毎月約2,300の事業所等へ配布されます。事業所のPRにご活用下さい。

広告は1段 縦4cm×横18cmサイズで11,000円（税込）から
お問い合わせ・お申込み 総務部 Tel.33-5454 / FAX.32-6058

例えば
苫小牧市表町●丁目×番地◆号
TEL（0144）◎●-◆△▼×

年末年始休業について
2022年12月29日（木）〜2023年1月3日（火）は業務を休ませていただきます。

苫小牧商工会議所
からのお知らせ
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発行所 苫小牧市表町1丁目1番13号
Tel 33-5454  Fax 32-6058

発行人・編集人
ホームページ
E-mail

末松　仁
https://tomakomaicci.jp
tcci@ains.tomakomai.or.jp

・同封のチラシに関する内容は、直接同封サービス利用者にお問い合わせください。・情報の詳細や取引に関しては、 
取引当事者間で直接に連絡・交渉するものとし、トラブル等が生じた場合、苫小牧商工会議所は一切の責任を負いません。

苫小牧商工会議所
印刷／株式会社コスモグラフィック

▶︎

住 所：〒059-1261　苫小牧市ときわ町4-26-17
オーナーシェフ：武田　智博
電話・ＦＡＸ：68-5560
営業時間：11：30〜14：00/17：00〜21：30（ラストオーダー21：00）
定休日：火曜日・第３水曜日
駐車場：あり　全席禁煙
ホームページ：https://localplace.jp/t100727042/

中華ダイニング葵
き っ か

花
本格中華を気軽に味わえる「町中華」の店

店舗情報会員さん  こんにちは

お弁当は1,300円から金額に合わせ
て対応（要予約）

店舗外観 オーナーシェフの武田智博さん カウンター席、テーブル席、小上が
り席が用意されている

中華ダイニング葵
きっ か

花

　
今
回
紹
介
す
る
会
員
さ
ん
は
「
中

華
ダ
イ
ニ
ン
グ
葵き

っ
か花

」。
オ
ー
ナ
ー

シ
ェ
フ
の
武
田
智
博
さ
ん
に
お
店
の

こ
と
や
、
料
理
の
こ
だ
わ
り
、
今
後

の
目
標
な
ど
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。

中
華
に
魅
了
さ
れ
て

料
理
人
の
世
界
に

　
家
族
や
身
近
に
料
理
人
が
い
た
こ

と
も
あ
り
、
幼
い
頃
か
ら
憧
れ
を
持

ち
、
料
理
を
す
る
こ
と
が
好
き
な
子

ど
も
だ
っ
た
と
い
う
武
田
さ
ん
。
高

校
卒
業
後
は
調
理
の
専
門
学
校
に
進

ん
だ
。
学
生
の
時
に
食
べ
た
中
華
料

理
の
味
に
衝
撃
を
受
け
、「
い
つ
か

自
分
も
こ
ん
な
料
理
を
作
り
た
い
」

と
い
う
思
い
が
沸
き
立
ち
、
和
食
や

フ
レ
ン
チ
で
は
な
く
中
華
の
料
理
人

を
目
指
し
た
と
い
う
。
こ
れ
ま
で
道

内
の
ホ
テ
ル
や
中
華
料
理
店
で
経
験

を
重
ね
、
2
0
2
2
年
9
月
に
念
願

で
あ
っ
た
お
店
の
オ
ー
プ
ン
に
至
っ

た
。気

取
ら
ず
に
本
格
的
な

中
華
が
味
わ
え
る
と
人
気
に

　
メ
ニ
ュ
ー
が
ラ
ン
チ
と
デ
ィ
ナ
ー

で
大
き
く
分
か
れ
て
い
る
同
店
。
ラ

ン
チ
は
セ
ッ
ト
メ
ニ
ュ
ー
が
主
に
提

供
さ
れ
て
い
て
、
メ
イ
ン
が
選
べ
る

「
週
替
わ
り
ラ
ン
チ
」（
税
込
1
，

1
0
0
円
、
ラ
イ
ス
・
ス
ー
プ
・
サ

ラ
ダ
付
き
）
が
1
番
人
気
だ
。
選
べ

る
メ
イ
ン
の
料
理
も
週
ご
と
に
変
わ

る
た
め
、
飽
き
ず
に
来
店
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
ま
た
、
ラ
イ
ス
が
お
か

わ
り
自
由
な
の
も
う
れ
し
い
。
プ
ラ

ス
料
金
で
手
作
り
の
デ
ザ
ー
ト
を
追

加
で
き
る
た
め
、
女
性
客
に
喜
ば
れ

て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、「
や
き
そ
ば

セ
ッ
ト
（
五
目
・
エ
ビ
）」（
税
込
1
，

0
0
0
円
、
ラ
イ
ス
・
サ
ラ
ダ
付

き
）
は
プ
ラ
ス
1
0
0
円
で
ラ
イ
ス

を
半
チ
ャ
ー
ハ
ン
に
変
更
す
る
こ
と

が
で
き
て
、
こ
ち
ら
も
大
人
気
の
メ

ニ
ュ
ー
と
な
っ
て
い
る
。

　
デ
ィ
ナ
ー
は
前
菜
や
魚
介
料
理
、

肉
料
理
や
飲
茶
類
な
ど
約
40
種
類
の

単
品
料
理
が
メ
ニ
ュ
ー
に
並
び
、
家

族
連
れ
か
ら
ゆ
っ
た
り
と
お
酒
と
料

理
を
楽
し
む
方
ま
で
幅
広
く
満
足
で

き
る
内
容
だ
。

　
各
種
コ
ー
ス
も
晩
酌
セ
ッ
ト
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
向
け
、
女
子
会
コ
ー
ス

な
ど
が
設
定
さ
れ
て
い
て
、
宴
会
や

記
念
日
な
ど
希
望
や
予
算
に
応
じ
た

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
中
華
コ
ー
ス
を
設
定

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
コ
ー
ス
は
メ

ニ
ュ
ー
に
な
い
料
理
が
提
供
さ
れ
る

こ
と
も
あ
り
、
特
別
感
が
強
く
お
す

す
め
。
少
人
数
か
ら
最
大
40
人
ま
で

対
応
可
能
（
要
事
前
予
約
）。
こ
の

ほ
か
、
ク
リ
ス
マ
ス
や
記
念
日
用
に

人
気
の
中
華
を
ふ
ん
だ
ん
に
盛
り
込

ん
だ
オ
ー
ド
ブ
ル
を
提
供
し
て
い
て
、

こ
ち
ら
も
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
が

あ
っ
て
お
す
す
め
と
な
っ
て
い
る
。

地
元
の
人
々
に
愛
さ
れ
る

お
店
を
目
指
し
て

　
彩
り
や
盛
り
付
け
に
こ
だ
わ
り
、

質
の
高
い
料
理
を
追
求
す
る
た
め
食

材
選
び
に
余
念
が
な
い
武
田
さ
ん
。

休
日
に
は
伊
達
や
恵
庭
な
ど
に
足
を

運
び
、
地
域
の
魚
介
類
や
野
菜
を
仕

入
れ
て
い
る
と
い
う
。
珍
し
い
素
材

が
手
に
入
っ
た
時
に
メ
ニ
ュ
ー
の
ア

レ
ン
ジ
を
考
え
る
の
が
楽
し
い
と
い

い
、「
地
元
の
食
材
を
使
っ
て
中
華

料
理
の
魅
力
を
伝
え
た
い
」
と
メ

ニ
ュ
ー
開
発
に
励
ん
で
い
る
。

　「
ま
だ
開
店
し
て
日
が
浅
く
認
知

度
も
低
い
の
で
、
も
っ
と
多
く
の
人

に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
意
気
込

む
。
今
後
は
中
華
弁
当
の
販
売
に
力

を
入
れ
る
予
定
で
、
会
議
や
法
要
な

ど
で
利
用
し
て
も
ら
い
た
い
と
話
す
。

ま
た
、「
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
参

加
し
て
い
き
た
い
」
と
い
い
、
地
域

の
人
に
愛
さ
れ
る
中
華
料
理
店
を
目

指
し
て
い
く
。

　取材時の「料理をすることが好き
で、仕込みやメニューを考えている
時間が幸せ」と笑顔で話す姿が印象
に残り、厨房に立つ姿が輝いて見え
ることに納得ができました。事前の
予約で料理をテークアウトすること
ができ、家でも葵花の味を楽しめま
す。ぜひ一度味わってみてはいかが
でしょうか。

取材を通して感じたこと

HP

アクセスマップ

マックスバリュ澄川町店マックスバリュ澄川町店

セブン
イレブン
セブン
イレブン

苫小牧信用金庫澄川支店苫小牧信用金庫澄川支店

道道781号環状線

中華ダイニング葵花中華ダイニング葵花
きっかきっか


